
つよく・やさしく・心をこめて ＜規則正しく有意義な夏休みを＞ ＜終業式の話＞

子どもの頃、 夏休みの始まる前には丸い日課表を作っ 今日でいよいよ一学期が終わります。校長先
ていました。「ここからここは勉強の時間」「ここはお 生は始業式で、強く優しく心を込めて取り組む
手伝い」などと、わくわくしながら色鉛筆で塗り分けて 光る子になりましょう。そして、友達と力を合
いたことを今でもよく覚えています。 わせて光がいっぱい集まった、輝くクラス・学
チャイムの鳴らない４３日間を規則正しく過ごすため 年をつくりましょうというお話をしましたね。

平成30年7月19日（木） に、お子さんとよく話し合って、毎日することやおよそ 新しい学年、クラスになって初めての一学期
の時刻・時間を決めておくとよいですね。 はどうでしたか。５年生はすぐに海の学校があ

＜一学期、たいへんお世話になりました＞ ○起きる時刻・寝る時刻 りました。５月には運動会がありました。どち
一学期が今日で終わりました。地域・保護者の皆様には、 早寝早起きは規則正しい生活の第一歩です。 らも友達と力を合わせることの大切さを知りま

学校の教育活動に様々な面でご理解・ご協力をいただきまし ○勉強の時間 したね。また、皆さんが、授業中に一生懸命勉
てありがとうございました。皆様のおかげで、一つ一つの活 夏休み中の課題だけでなく、得意な教科を深めた 強したり、係や掃除を頑張ったり、友達と仲よ
動を充実させることができ、子どもたちも大きく成長しまし り、不得意な教科を復習したりするなど計画的に く遊んだり、きちんとあいさつやくつそろえを
た。また、学校外でも、多くの方が登下校時を中心に雨の日 勉強できるとよいですね。学校の勉強以外にも、 したりしていた姿を校長先生はいつも見てきま
も風の日も子どもたちの見守りを行ってくださったり、休日 興味のあることを調べたりやりたいことに時間を した。一学期よく頑張った皆さんに拍手を送り
のいろいろな行事を企画・運営して地域のつながりを深めて かけて取り組んだりするなど、普段あまりできな たいと思います。
くださったりしました。心よりお礼申し上げます。 いことにも挑戦してみるとよいでしょう。 これを見てください。ただの石に見えるでし
さて、このたびの西日本豪雨は、比較的災害が少ないと思 ○読書の時間 ょう。でも、実はこの石は岡山県の高梁市で見

われていた岡山に甚大な被害をもたらしまた。亡くなられた 学校で借りた本以外に、親子で一緒に書店や図書 つかった、二億年前の化石です。この中にはエ
方のご冥福をお祈りするとともに、被災された方が少しでも 館に行くのもお勧めです。子どもの本には大人が ントモノチスというその頃の二枚貝の形が残っ
早くもとの生活にもどれるようにと願わないではいられませ 読んでもおもしろい本が多くあります。子どもが ているのです。恐竜がいた頃のものがここにあ
ん。三勲小学校も避難所になりました。今後は地域や保護者 読んだ後に保護者の方が読んで、感想を話し合う るなんて不思議ですね。このような大昔のこと
の方と連携して、地域の学校として普段から何をしておくべ のも親子の会話が増えていいかもしれませんね。 も本や博物館などでは調べられます。
きか、子どもたちに何を教えておくべきかなど、大切な命を ○パソコン、ゲーム、テレビの時間 明日から始まる夏休みは時間がたっぷりあり
守るためにできること、すべきことを考えていかなくてはな パソコンやゲームを使っていると、知らず知らず ます。このように興味のあることを調べたりい
らないと思っています。 のうちに時間が経ってしまうということもありま ろいろな本を読んだりするなど長い休みでなく
今日は終業式、そして、明日からは子どもたちが す。ルールを作って、一日何時間も費やすことの てはできないことにも挑戦してみてください。

楽しみにしていた夏休みが始まります。家庭や ないようにしましょう。テレビは、見る番組を決 さて、この前の西日本豪雨では岡山でもたく
地域で過ごす時間が増えます。子どもたちが めておくのもよいと思います。 さんの人が亡くなったり家が水につかったりし
安全で有意義な日々を送ることができますよう、 ○お手伝いの時間 てたいへんな状況になりました。亡くなられた
ご家庭で時間の使い方や家庭での約束などに 小さい時から誰かのために働くということを経験 方のご冥福を心からお祈りしたいと思います。
ついてしっかりと話し合ってください。また、 してきた子どもは、大きくなっても、人のために また、たくさんの人が、ボランティアで復興の
地域でも、子どもたちの様子に気を配り、 労を惜しまず自分のできることをしようとする人 お手伝いに行っていることもニュースなどで知
気になることがあれば声をかけてくださる になります。家での仕事を何か一つでも任せて続 っているでしょう。学校でも募金をしましたが
とありがたいです。どうぞよろしくお願い けさせてください。そして、助かったよ、ありが 被害にあわれた方が早く元通りの生活ができる
いたします。 とうという気持ちをしっかりと伝えてください。 ようになるために自分たちに何ができるか、休
例年にない猛暑が続いています。地域の皆様、保護者の皆 ○その他 みの間にお家の人と考えてみるといいですね。

様もどうぞお身体に十分お気をつけてお過ごしください。 日課表とは直接関係がありませんが、お子さんの そして、もう皆さんは小学生ですから、普段の
持っているお金についてはその金額や遣い道など 生活でも、家の人に何でもしてもらうのではな

＜「夏休みのくらし」より＞ を把握しておいてください。無駄遣いをしたり友 く、自分からお家の仕事を
これは「みんなのやくそく」として決めていることで、子 達同士で貸し借りをしたりおごったりすることの 引き受けて毎日続けるなど、

どもたちにも話をしています。見かけたら声をかけてやって ないように、また、遊びに使う物をあげたりもら 人の役に立つことにも、是非
くださいね。 ったりすることもないようにしましょう。 取り組んでほしいと思います。

家族や親戚の人ともしっかりとふれあい、楽しい 交通事故や水の事故などにも
○午前１０時までは遊びに行きません 思い出がたくさんできるといいですね。 気をつけて、二学期の始業式
○午後５時には家に帰ります。 には、また元気な顔を見せて
○子どもだけで学区外には行きません 素晴らしい夏休みになりますように！ くださいね。これで校長先生の

お話を終わります。


